
◆法学部法学科 カリキュラムマップ

1 2 3 4 5 6

憲法Ⅰ 4 1～4 ◎ 〇 ◎ 〇 ◎ 〇
刑法Ⅰ 4 1～4 ◎ 〇 ◎ 〇 ◎ 〇
民法Ⅰ 4 1～4 ◎ 〇 ◎ 〇 ◎ 〇
憲法Ⅱ 4 2～4 ◎ 〇 ◎ 〇 ◎ 〇
民法Ⅱ 4 2～4 ◎ 〇 ◎ 〇 ◎ 〇
民法Ⅲ 4 2～4 ◎ 〇 ◎ 〇 ◎ 〇
商法Ⅰ 4 2～4 ◎ 〇 ◎ 〇 ◎ 〇
国際法Ⅰ 2 2～4 〇 ◎ ◎ 〇 ◎ 〇
国際法Ⅱ 2 2～4 〇 ◎ ◎ 〇 ◎ 〇
行政と法 2 2～4 〇 ◎ ◎ 〇 ◎ 〇
行政法Ⅰ 2 2～4 〇 ◎ ◎ 〇 ◎ 〇
刑法Ⅱ 4 2～4 〇 ◎ ◎ 〇 ◎ 〇

基本法律科目 英米法Ⅰ 2 1～4 〇 ◎ ◎ 〇 ◎ 〇
英米法Ⅱ 2 3～4 〇 ◎ ◎ 〇 ◎ 〇
国際法Ⅲ 2 3～4 〇 ◎ ◎ 〇 ◎ 〇
国際法Ⅳ 2 3～4 〇 ◎ ◎ 〇 ◎ 〇
行政法Ⅱ 2 3～4 〇 ◎ ◎ 〇 ◎ 〇
判例行政法 2 3～4 〇 ◎ ◎ 〇 ◎ 〇
民法Ⅳ 4 3～4 〇 ◎ ◎ 〇 ◎ 〇
商法Ⅱ 4 3～4 〇 ◎ ◎ 〇 ◎ 〇
刑事訴訟法Ⅰ 2 2～4 〇 ◎ ◎ 〇 ◎ 〇

教育研究上の目的

ディプロマ・ポリシー

（知識・技能）

知識・技能 思考・判断・表現 関心・意欲・態度
分野系列 科目名 単位

履修
年次

（思考・判断・表現）

（関心・意欲・態度）

1　法の理念、法の体系と仕組み、法による具体的な争いの解決について理解している。

2　社会の様々な分野で法的知識やリーガル・マインドを駆使して、公平に紛争や問題に対処することができる。

3　幅広い教養と国際感覚に基づいたリーガル・マインドを身につけている。

法学科は、法の理念、法の体系としくみ、法による具体的な争いの解決について学び、幅広い教養と国際感覚に基づいたリーガル・マインドを身につけ、社会の様々な分
野で法的知識やリーガル・マインドを存分に発揮して活躍する優れた人材を育成する。

4　法解釈や立法論を論理的にわかりやすく伝えることができる。

5　広い視野で現代社会の諸現象・諸問題に関心を持っている。

6　主体性をもって、法的諸問題を把握・分析することができる。

必須法律科目
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1 2 3 4 5 6

知識・技能 思考・判断・表現 関心・意欲・態度
分野系列 科目名 単位

履修
年次

刑事訴訟法Ⅱ 2 3～4 〇 ◎ ◎ 〇 ◎ 〇
民事訴訟法Ⅰ 2 2～4 〇 ◎ ◎ 〇 ◎ 〇
民事訴訟法Ⅱ 2 3～4 〇 ◎ ◎ 〇 ◎ 〇
労働法 4 3～4 〇 ◎ ◎ 〇 ◎ 〇

基本法律科目 経済法Ⅰ 2 3～4 〇 ◎ ◎ 〇 ◎ 〇
経済法Ⅱ 2 3～4 〇 ◎ ◎ 〇 ◎ 〇
知的財産法 4 3～4 〇 ◎ ◎ 〇 ◎ 〇
租税法 4 3～4 〇 ◎ ◎ 〇 ◎ 〇
比較憲法 4 3～4 〇 ◎ ◎ 〇 ◎ 〇
国際私法Ⅰ 2 3～4 〇 ◎ ◎ 〇 ◎ 〇
国際私法Ⅱ 2 3～4 〇 ◎ ◎ 〇 ◎ 〇
法哲学Ⅰ 2 3～4 〇 ◎ ◎ 〇 ◎ 〇
法哲学Ⅱ 2 3～4 〇 ◎ ◎ 〇 ◎ 〇
特設演習 2または4 注1） ◎ 〇 〇 ◎ 〇 ◎
特設基礎講義 2または4 注1） ◎ 〇 ◎ 〇 ◎ 〇
特殊講義 2または4 2～4 〇 ◎ ◎ 〇 ◎ 〇
演習（法） 2または4 3～4 〇 ◎ 〇 ◎ 〇 ◎
法学Ⅰ 2 1～4 ◎ 〇 ◎ 〇 ◎ ○
法学Ⅱ 2 1～4 ◎ 〇 ◎ 〇 ◎ ○
日本国憲法 2 1～4 ◎ 〇 ◎ 〇 ◎ ○
生活と法 2 1～4 ◎ 〇 ◎ 〇 ◎ ○

注1）配当年次は授業科目ごとに異なる

総合的・基礎的科目

法学科関連科目

基礎教養科目
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